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地域の
施策展開

第3編



　埼玉県には、首都に隣接し人口の集中している地域や、郊外に市街地が点在している地域もあ
れば、人口の減少が既に始まっている地域や自然豊かな中山間地域＊もあります。
　これが日本の縮図とも呼ばれる本県の姿であり、地域の多彩さが本県の活力を生み出している
と言えます。
　今後、人口減少、異次元の高齢化が進む中、地域の人口動態をはじめとする社会経済の動向
を踏まえた施策展開を行うことで、本計画に掲げる将来像や分野別の各施策をより一層効果的に
実現していくことが可能になります。
　また、各地域の市町村などが、産業、自然、文化など特徴的な資源や環境を生かし、創意工
夫して個性豊かで多彩な地域づくりに取り組むことが重要です。
　このため、各地域の特性や現状を踏まえ、地域ごとに異なる課題に対して第２編の分野別施策
に示した取組を再編し、「地域づくりの方向性」や「主な取組」として示します。

　本県では、都心からの距離に応じて都市化の状況や首都の動向の影響など社会経済の
状況が特徴的に異なる傾向があります。このため、県域を都心からの概ねの距離に基づき
大きく県南・圏央道・県北の３つのゾーンに区分し、特性や課題を整理しました。

地域の施策展開

地域区分の考え方

① 県南ゾーン（都心から概ね１０～３０㎞圏）

② 圏央道ゾーン（都心から概ね３０～６０㎞圏）

③ 県北ゾーン（都心から概ね６０㎞以遠）

東京の影響を受けやすく、早くから都市化が進行した地域

都市と田園が共存しており、圏央道の整備により一層の発展が期待されてい
る地域

うるおいのある豊かな自然環境や歴史・伝統などの個性的な地域資源が多く
生かされている地域

（１）県南・圏央道・県北ゾーン
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　地域の特性と課題を踏まえながら、市町村などと連携した地域づくりを推進するための
単位として、県民の生活圏としての一体性など広域的なまとまりに基づき、主に次の観点か
ら１０の地域に区分しました。

　１０地域の現状や課題を踏まえ、分野別施策に掲げる全県的に展開される取組のうち、
特にその地域で取り組むべきものを整理しました。

① 日常生活圏のまとまり
　地域を単位として、施策を円滑にまとまりのある形で推進するためには、県民の生活
圏としての一体性があることが大切です。このため、通勤・通学や日常の買物、通院な
ど、生活圏としての一体性がある市町村を同じ地域に区分しました。

② 鉄道・道路の交通軸
　経済活動などは鉄道・道路などに沿って活発化し、また鉄道沿線などは県民の持つ
地域の一体意識にも影響するため、交通軸に配慮した地域区分としました。
　なお、本県は東京から放射状に延びる鉄道・道路に沿って発展してきたため、既存
の人の流れは東京からの放射方向が大きくなっています。圏央道などの整備により今後
は横方向の流れも活性化が期待されるため、横方向の交通軸については３つのゾーン
区分において考慮しています。

③ 行政機関のまとまり
　行政施策の推進やこれまでの地域づくりの成果を継承するため、地域機関などの所
管区域や市町村の広域連携の状況などを踏まえた地域区分としています。

（２）１０地域区分

主な交通軸

県北ゾーン

圏央道ゾーン
県南ゾーン

秩父地域

北部地域

利根地域

東部地域

南部地域

南西部地域

さいたま地域

西部地域

川越比企地域

県央地域
３ゾーンと１０地域区分
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地域区分 構成市町村

県南
ゾーン
県南
ゾーン

10地域区分の構成市町村

県北
ゾーン
県北
ゾーン

圏央道
ゾーン
圏央道
ゾーン

南　部 川口市、蕨市、戸田市

朝霞市、志木市、和光市、新座市、
富士見市、ふじみ野市、三芳町

春日部市、草加市、越谷市、八潮市、
三郷市、吉川市、松伏町

行田市、加須市、羽生市、久喜市、蓮田市、
幸手市、白岡市、宮代町、杉戸町

熊谷市、本庄市、深谷市、美里町、神川町、
上里町、寄居町

さいたま市

鴻巣市、上尾市、桶川市、北本市、伊奈町

所沢市、飯能市、狭山市、入間市、日高市

秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町

川越市、東松山市、坂戸市、鶴ヶ島市、
毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、
小川町、川島町、吉見町、鳩山町、
ときがわ町、東秩父村

県　央

川越比企

南西部

東　部

西　部

利　根

北　部

秩　父

さいたま
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３ゾーンの特性と課題

　都心から概ね１０～３０km の範囲内にあり、東京の影響を受けやすい地域です。
　早くから都市化が進み、都内への通勤・通学の交通利便性が高いことから転入超過が
続き、依然として人口の増加傾向が続いています。
　住民の移動が活発で転入・転出者の割合が高く、借家も多くなっています。
　２０代～３０代の若年世代が、就職・結婚などを機に都内や県内他地域から多く転入し
ています。
　本県の出生数のうち、６割程度を県南ゾーンが占めています。三世代同居世帯が少ない
傾向にあるため、保育に対する需要が非常に高く、待機児童数の多い市は県南ゾーンに集
中しています。
　団塊世代が７５歳以上となる平成３７年（２０２５年）には後期高齢者が増加しますが、
その約半数が県南ゾーンに集中し、急速に高齢化が進み、医療・介護需要が伸びると予想
されます。

　市街地が連たんし、人口密度の高い地区が多いため、大規模な地震や水害に対する備
えを高めておく必要があります。
　また、待機児童対策を中心として保育サービスの充実など子育て支援策を強化し、出産
や自宅購入などを機に若年世代が流出しないよう、子育て世代に選ばれるまちづくりを進
めることが重要です。
　その一方で急速な高齢化の進展に対応するため、地域などにおける高齢者の活躍の推
進や健康づくりの取組、包括的な医療・介護体制の構築が必要です。

   県南ゾーンの特性

   県南ゾーンの課題

（１）県南ゾーン
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　都心から概ね３０～６０km 圏に位置し、東京の人口吸収力が落ちた１９８０年代後半か
ら１９９０年代に人口が増加し、郊外の鉄道沿線の都市を核として定住が進みました。しか
し、その後は転入超過が減ってきており、市町村によっては人口減少の傾向を示しています。
また、都市と田園が共存した環境がつくられています。
　２０代で大幅な転出超過となり、その後４０代にかけてわずかに転入超過になります。
また、以前に比べると、子育て世代の転入は大きく減少しています。
　一時期、急速に人口が増加した郊外型の住宅地において後期高齢者が増加すると見込
まれます。その一方で、婚姻数や出生数の落ち込みも見られ、若年世代は鉄道沿線の利便
性の高い地域に、就職や結婚を機に転出する傾向にあります。
　長年の懸案であった圏央道の県内区間の整備が完了し、インターチェンジ周辺地域など
を中心に企業立地が進んでいます。近年の本県への企業立地件数の約６割が圏央道ゾー
ンに集中しています。今後も圏央道が常磐道などと接続するほか、成田空港などにも直結
することから、企業立地における優位性が更に高まると予想されます。

　若年世代の流出を防ぎ、子育て世代の定住を図る必要があります。都市と田園が共存し
た環境を生かし、都心にはない生活環境づくりを進めることが重要です。
　また、高齢者の増加に対応したまちづくりを進めることも重要です。
　その一方で、圏央道の開通により地域の発展の可能性が拡大していることから、ゾーン
を横断する方向での連携や人とモノの移動を活性化するとともに、県南ゾーンへのアクセス
利便性を高めていく必要があります。

（２）圏央道ゾーン

   圏央道ゾーンの特性

   圏央道ゾーンの課題
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　都心から概ね６０km 以遠に位置し、東京から一定の距離があることから、豊かな自然
環境や地域の歴史・文化が生かされている地域です。
　進学や就職を機に若年世代が転出し、人口減少が続いています。
　既に超高齢社会に入っており、今後更に高齢化が進む中で地域の活力を維持することが
重要です。
　元気な高齢者が、サポートを必要とする高齢者を支える「地域支え合いの仕組み」は、
秩父地域から始まりました。コミュニティ全体で高齢者の日常生活を支える仕組みを充実
していく必要があります。
　また、日常生活の主な交通手段は、県南ゾーンが主に鉄道であるのに対し、県北ゾーン
では自動車の割合が高くなっています。高齢化の進行に伴い、自動車運転が困難な高齢者
が増加すると見込まれます。
　産業振興とともに古くからの歴史や文化が維持され、祭りや、観光名所などに恵まれて
います。

　人口減少が進む中で、高速道路や主要道路の沿線を中心に企業立地、産業振興を図る
必要があります。
　また、コミュニティ全体で高齢者の生活を支える仕組みを充実するとともに、自動車が
移動手段の中心となっている中で生活の足の確保も重要となります。
　地域資源を生かしたまちづくりを進め、観光客など交流人口による地域の活性化を図る
必要があります。

（３）県北ゾーン

   県北ゾーンの特性

   県北ゾーンの課題
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南部地域
川口市、蕨市、戸田市

人口（県人口に占める割合）

面積（県面積に占める割合）

人口密度

「国勢調査（平成27年）」（総務省）

786,568人 （10.8%）

85.25km² （2.2%）

9,226.6人 / km²

彩湖・道満グリーンパーク（戸田市）

将来人口推計グラフ 人口ピラミッドグラフ
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■65歳以上  ■15～64歳  ■0～14歳

H22
（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）

H27 H32 H37 H42 H47

「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所） 「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）

（千人） （千人）

90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

H27 H37

  10地域区分
10地域区分
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　荒川を挟んで東京都と接する県の南端にあり、東京都心から１０～２０㎞圏に位置しています。
都県境の荒川をはじめ芝川などが流れ、地域の大半を占める荒川低地に市街地が広がっています。
　古くは中山道や日光御成街道の宿場が置かれたほか、荒川には戸田の渡しも設けられ、交通
の要衝として栄えました。江戸の消費を支える鋳物や植木など多様な産業が発達し、現在も重
要な地場産業として生産が続いています。今日では、鋳物業に端を発した機械金属工業のほか、
印刷、食品製造業、物流拠点など多彩な事業所が立地しています。
　ＪＲ京浜東北線・武蔵野線・埼京線、埼玉高速鉄道線が地域内を走り、道路も南北方向に
走る首都高速道路（首都高）川口線、東北道、国道１７号・１２２号、東西方向の外環道、国
道２９８号が広域幹線道路網を形成しています。
　東京都に隣接し、通勤・通学に便利なこ
とから、地域外からの転入者も多くなってい
ます。近年では工場跡地などを活用したマン
ションや大型商業施設などの建設も進んで
います。
　急激に都市化が進みましたが、荒川や芝
川などの河川空間、屋敷林や社寺林、植木
畑などのゆとりある緑地空間が残っていま
す。

　人口は７８万７千人（平成２７年（２０１５年））で、県人口の１０．８％を占めています。都内
への通勤・通学などに便利なことから、若年世代を中心に転入超過となっており、人口増加率

（平成２２年（２０１０年）～平成２７年（２０１５年））は４．０％で、県内で最も高くなっていま
す。人口に占める転入者・転出者の割合が県内でも高く、地域への愛着醸成や地域コミュニティ
の活性化が重要となっています。
　合計特殊出生率は１．２７（平成２６年（２０１４年））で、県内ではほぼ中位の水準にあります
が、子育て世代の３０代の女性の就業率が他地域に比べ低くなっており、子育て支援とともに
再就職などへの支援が求められます。
　高齢化率は１８．６％（平成２２年（２０１０年））で、県内で最も低くなっていますが、平成
３７年（２０２５年）までの１０年間に７５歳以上の後期高齢者は３万人程度増加する見込みです。
　早くから産業都市として発展した地域で、金属・機械などの製造業や印刷関連など多様な企
業が集積しています。地域経済の活性化を図るため、中小企業の経営・技術力の強化、事業承継、
生産性向上などを支援し、競争力を高めていくことが求められます。
　低地に密集した市街地が広がるこの地域では、交通渋滞対策の推進、浸水被害の軽減の取
組とともに、大地震発生時の火災や建物倒壊など災害に備えたまちづくりが課題となっています。

 地域の概要

 地域の現状と課題

鋳物工場（川口市）
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　若年世代の転入及び定住を促進するため、待機児童の解消に向けた保育所などの整備促進
とともに、子育てしやすい住環境の整備などを重点的に進めます。また、暮らしやすく魅力あ
るまちづくり、コミュニティの活性化などにより、地域に対する愛着の醸成を図ります。
　今後、急速に進む高齢化に対応するため、地域の特性を生かした健康づくりの取組や生活
習慣病＊予防対策を推進し、生涯にわたる健康の確保を図ります。
　また、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、医療、介護、介護予防、生活支援、
住まいを切れ目なく提供できる体制づくりのため、モデル事業を実施し、地域包括ケアシステ
ム＊の構築を支援します。
　知的障害特別支援学校に通う児童生徒は、南部地域を中心に顕著な増加傾向にあり、過密
解消に向けた検討を進める必要があります。
　首都直下地震や集中豪雨などの災害に備え、過密な市街地における耐震化などの防災対策
や治水対策などを進めるとともに、企業、ＮＰＯなど多様な主体との連携による自助・共助の
取組を強化します。
　中小企業の競争力を高めるため、産業技術総合センターによる技術支援、ＳＫＩＰシティ＊を
活用した映像関連産業の振興を図るとともに、将来のものづくりを担う人材育成や技能の継承
を進めます。
　伝統と技術力を背景とした花植木の生産振興と、都市地域にある農業の強みを生かし、「ぼ
うふう」などの特産農産物の生産振興を進めるなど、農業の収益性を高めます。
　また、食料供給のほか、防災や景観形成機能など都市農業が有する多様な役割を踏まえ、
農業体験を通じた地域住民との交流や地産地消の推進などにより、都市農業の振興を図りま
す。
　交通渋滞のない円滑で安全な自動車交通の実現に向けて、交差点などの渋滞対策、歩道や
自転車通行環境の整備とともに、高齢者や自転車などの安全に配慮した交通安全対策を推進
します。
　荒川河川敷の広大な緑地を活用し、人々が交流できる憩いの場を備えた川や緑のうるおい
を生かした魅力あふれる都市空間をつくります。また、市や県民などと連携し、水辺空間の保全・
活用に取り組みます。

 地域づくりの方向性

荒川から川口市の眺め 戸田市立児童センターこどもの国（戸田市）
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SKIP シティ
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新
幹
線

自動車専用道路
国道

鉄道

工業団地　
主な取組に記載された主要施設
土地区画整理事業施行中地区

凡例

 主な施設・交通網と基盤整備の状況
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■子供を安心して生み育てる希望をかなえる
●保育所、認定こども園＊、企業内保育所などの整備促進
●放課後児童クラブ＊の支援
●子育てしやすい住宅の普及促進

■危機や災害に備える
●首都直下地震に備えた道路啓開体制＊の強化
●河川改修や調節池の整備
●ゲリラ豪雨対策の実施
●土砂災害警戒区域における警戒避難体制の構築

■一人一人が人財として輝ける子供を育てる
●特別支援学校の過密解消に向けた「多様な学びの場＊」の充実

■多彩な人財が活躍できる社会をつくる
●就職を目指す若者、高齢者、女性及び障害者に対するきめ細かい支援
●発達障害者就労支援センター（ジョブセンター川口）による就労支援

■誰もが健康で安心して暮らせる社会をつくる
●急速な高齢化に備えた健康長寿埼玉プロジェクトなど地域の実情に応じた健康づく
　りの取組支援
●高齢者の急増に備えた医療・介護連携の促進などによる地域包括ケアシステム＊の
　構築支援、高齢者向けの住まいなどの確保支援

主な取組

１．未来への希望を実現する分野

２．生活の安心を高める分野

３．人財の活躍を支える分野

川口緑化センター 樹里安（川口市） ＳＫＩＰシティ・彩の国ビジュアルプラザ（川口市）
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■県民が誇れる埼玉の魅力を高める
●国際Ｄシネマ映画祭など国際的なイベントの充実
●まちの価値を高める土地区画整理事業＊や市街地再開発事業＊の促進

■支え合いで魅力ある地域社会をつくる
●コミュニティ活動の促進、定住促進の取組強化
●高齢者の社会参加の支援
●外国人住民の地域活動への参加促進

■埼玉の農林業の成長産業化を支援する
●伝統ある植木、花きなどの緑化産業の育成支援
●特産農産物の生産振興
●地域の特徴を生かした都市農業の振興

４．成長の活力をつくる分野

５．豊かな環境をつくる分野

６．魅力と誇りを高める分野

■埼玉の成長を生み出す産業を振興する
●先端産業分野の研究開発支援
●ＳＫＩＰシティ＊を活用した映像関連産業の振興
●製造業などにおけるＩＣＴ＊の活用支援
●産学官連携などによる新製品・新技術の開発支援、
　ベンチャー企業の育成

■豊かな自然と共生する社会をつくる
●見沼田

た ん ぼ

圃の保全・活用・創造
●市などと連携した水辺空間の利活用の促進

わらび機まつり（蕨市）

わらびりんご（蕨市）
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南西部地域
朝霞市、志木市、和光市、新座市、富士見市、ふじみ野市、三芳町

人口（県人口に占める割合）

面積（県面積に占める割合）

「国勢調査（平成27年）」（総務省）

人口密度

709,206人  （9.8%）

110.95km² （2.9%）

6,392.1人 / km²

三富新田（三芳町）

将来人口推計グラフ 人口ピラミッドグラフ
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■65歳以上  ■15～64歳  ■0～14歳

H22
（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）

H27 H32 H37 H42 H47

「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所） 「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）

（千人） （千人）

90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

H27 H37
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　東京都に隣接し、東京都心から２０～３０㎞圏に位置しています。
　地域の大半は、武蔵野台地などの台地上にあります。東側の荒川沿いには低地が広がり、荒川、
新河岸川など多くの河川が流れています。
　古くは、新河岸川の舟運や川越街道の宿場が栄え、また、江戸時代に開拓された短冊状の地
割が特徴の三

さんとめ

富新田をはじめとする武蔵野台地の農地開発も進み、肥沃な農業地帯として発展し
ました。今日も武蔵野の面影を残す平林寺の豊かな緑地など、自然と調和した優れた景観が数多
く残されています。
　大正以降、鉄道の開通とともに駅を中心に新たな市街地が形成されました。高度経済成長期
には大規模な住宅団地の建設や宅地化が進み、人口が急増しました。理化学研究所や大手自動
車メーカーなどの研究開発機関、国の機関、大学などが多く立地しています。
　外環道や関越道、国道２５４号・４６３号などが広域幹線道路網を形成しています。ＪＲ武蔵野線、
東武東上線が地域の東西南北を結び、平成２５年（２０１３年）には東武東上線と東急東横線、
横浜高速鉄道みなとみらい線の東京メトロ副都心線を介した相互直通運転が実現しました。

　人口は７０万９千人（平成２７年（２０１５年））で、県人口の９．８％を占めています。都内へ
の通勤・通学などに便利なことから、人口増加率（平成２２年（２０１０年）～平成２７年（２０１５
年））は２．８％となっています。
　人口に占める転入者・転出者の割合が高く、特に２０代、３０代が多くを占めています。若
年世代の定着を図るため、地域への愛着醸成や地域コミュニティの活性化が課題となっていま
す。合計特殊出生率は１．３７（平成２６年（２０１４年））で、県内で最も高くなっています。
　高齢化率は１９．２％（平成２２年（２０１０年））で、県平均（２０．４％）より低いものの、
今後は急速な高齢者の増加が予想されます。
　高度な研究開発機関や大学が立地している利点を生かし、産学官連携による成長産業の育
成や新たな製品・技術の開発などを促進し、その効果を県全体に波及していくことが求められ
ます。また、陸上自衛隊朝霞訓練場が東京 2020 オリンピック・パラリンピック＊の開催会場
になっており、オリンピック・パラリンピックなどを契機とした地域の魅力や活力の向上が求め
られます。
　また、ゆとりある住環境や安全で快適な都市空間を形成するため、防災・治水対策や米軍
基地跡地の活用、幹線道路網の強化などを進める必要があります。

 地域の概要

 地域の現状と課題
平地林（三芳町）

黒目川（朝霞市）
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新座市

三芳町

ふじみ野市

志木市

朝霞市

和光市

関
越
道

東京12号線（大江戸線）延伸

陸上自衛隊朝霞訓練場

理化学研究所
外環
道

JR武
蔵野線

荒川

新河岸川

荒川

富士見市

東
武
東
上
線

核都
市広
域幹
線道
路

国道254号和光富士見バイパス

自動車専用道路
国道
国道（事業区間）
検討中の道路

鉄道

交通政策審議会答申路線
工業団地
工業団地（整備中）
主な取組に記載された主要施設
土地区画整理事業施行中地区

凡例

　若年世代の転入及び定住を促進するため、待機児童解消に向けた保育所などの整備促進、
子育てしやすい住環境の整備などを重点的に進めます。
　また、東京 2020 オリンピック・パラリンピック＊などを契機に地域の魅力を更に高め、地域
への愛着を醸成します。
　一方、急速に進む高齢化に対応するには、高齢者の健康づくりの取組の更なる強化が必要
です。
　また、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、医療、介護、介護予防、生活支援、
住まいを切れ目なく提供できる体制づくりのため、モデル事業を実施し、地域包括ケアシステ
ム＊の構築を支援します。
　首都直下地震や集中豪雨などの災害に備え、都県境の道路ネットワークの強化などの防災対
策や治水対策などを進めるとともに、企業、ＮＰＯなど多様な主体との連携による自助・共助
の取組を強化します。
　意欲ある中小企業やベンチャー企業に対し、理化学研究所などの高度な研究開発機関との
連携により高い付加価値を生み出す技術開発などを支援します。また、多くの研究機関や大学
などが立地する優位性を生かした支援や、新たな企業の誘致を進めます。
　多くの消費者を擁するなど地域の強みを生かし、ほうれんそう、にんじん、さつまいもなど
の野菜の生産拡大や畑地かんがいなどの農業基盤の整備を進めるなど農業の収益性を高めま
す。
　また、食料供給のほか、防災や景観形成機能など都市農業が有する多様な役割を踏まえ、
農業体験を通じた地域住民との交流や地産地消の推進などにより、都市農業の振興を図りま
す。
　円滑で安全な自動車交通を実現するため、国道２５４号和光富士見バイパスをはじめとする
幹線道路の整備を進めるとともに、歩道や自転車通行環境の整備を進めます。
　土地区画整理事業＊などによる良好な都市環境の創出、狭あいな道路の拡幅により、活力を
生み出すまちづくりを進めます。また、基地跡地に
ついては、地域の意向に沿った利用がなされるよう
支援します。
　新座の平林寺など武蔵野の面影を残す豊かな緑地
や水辺空間の保全・活用に取り組み、都市の中にゆ
とりとうるおいを創出します。三

さんとめ

富新田については、
平地林の落ち葉を活用した循環型農業の振興などに
より歴史的景観の保全・活用を図ります。

 地域づくりの方向性

福岡河岸記念館（ふじみ野市）
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工業団地（整備中）
主な取組に記載された主要施設
土地区画整理事業施行中地区

凡例

 主な施設・交通網と基盤整備の状況
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■子供を安心して生み育てる希望をかなえる
●保育所、認定こども園＊、企業内保育所などの整備促進
●放課後児童クラブ＊の支援
●子育てしやすい住宅の普及促進

■危機や災害に備える
●首都直下地震に備えた道路啓開体制＊の強化
●河川改修の実施
●ゲリラ豪雨対策の実施
●土砂災害警戒区域における警戒避難体制の構築

■多彩な人財が活躍できる社会をつくる
●就職を目指す若者、高齢者、女性及び障害者に対するきめ細かい支援

■誰もが健康で安心して暮らせる社会をつくる
●急速な高齢化に備えた健康長寿埼玉プロジェクトなど地域の実情に応じた健康づく
　りの取組支援
●高齢者の急増に備えた医療・介護連携の促進などによる地域包括ケアシステム＊の
　構築支援、高齢者向けの住まいなどの確保支援

主な取組

１．未来への希望を実現する分野

２．生活の安心を高める分野

３．人財の活躍を支える分野

平林寺 山門（新座市）　©平林寺 陸上自衛隊朝霞訓練場（朝霞市、和光市、新座市）

希望・活躍・うるおいの埼玉 　第3編  地域の施策展開
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■県民が誇れる埼玉の魅力を高める
●東京 2020 オリンピック・パラリンピック＊の開催・支援、誰もが気軽にスポーツに
　親しめる機会と場の提供
●まちの価値を高める土地区画整理事業＊の促進
●大規模イベントを契機とした重点地区などでの景観改善の促進
●米軍基地跡地の有効利用

■支え合いで魅力ある地域社会をつくる
●コミュニティ活動の促進、定住促進の取組強化
●高齢者の社会参加の支援
●外国人住民の地域活動への参加促進
●東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けたボランティア育成

■埼玉の農林業の成長産業化を支援する
●農業生産を支える基盤整備
●野菜などの生産振興の支援
●地域の特徴を生かした都市農業の振興

■埼玉の活力を高める社会基盤をつくる
●スマートインターチェンジ＊の設置に対する支援
●幹線道路の未接続区間の解消
   （国道２５４号和光富士見バイパスなど）
●交通政策審議会答申＊に基づく鉄道新線整備の検討・推進
　（東京１２号線（大江戸線） 延伸）

４．成長の活力をつくる分野

５．豊かな環境をつくる分野

６．魅力と誇りを高める分野

■埼玉の成長を生み出す産業を振興する
●先端産業分野の研究開発支援
●理化学研究所との連携によるベンチャー企業の育成、新製品・新技術の開発支援

■豊かな自然と共生する社会をつくる
●平地林の保全・活用
●トラスト保全地など身近な緑地の保全
●みどりの三

さんとめ

富地域づくりの推進
●市町などと連携した水辺空間の利活用の促進

超伝導リングサイクロトロン（SRC）（和光市）　
ⓒ理化学研究所
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東部地域
春日部市、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

人口（県人口に占める割合）

面積（県面積に占める割合）

人口密度

1,140,029人 （15.7%）

249.71km² （6.6%）

4,565.4人 / km²

「国勢調査（平成27年）」（総務省）

国指定名勝「おくのほそ道の風景地　草加松原」（草加市）

将来人口推計グラフ 人口ピラミッドグラフ
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■65歳以上  ■15～64歳  ■0～14歳

H22
（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）

H27 H32 H37 H42 H47

「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所） 「日本の地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）

（千人） （千人）

90歳以上
85～89歳
80～84歳
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　東京都に隣接し、東京都心から１５～４０㎞圏に位置しています。
　江戸川、中川、元荒川、大落古利根川、綾瀬川などの河川や、葛西用水などの用水路が縦
横に走る平坦な低地が広がっています。
　古くから水田が開拓され、稲作を中心とした農耕が盛んな地域で、日光街道の宿場町として
栄えました。中川、綾瀬川などには河岸が置かれて舟運が発達し、米などの集散地として発展
しました。今日でも草加のせんべいや浴衣の藍染、春日部の桐たんす、越谷のだるまなど多様
な特産品を生産しています。
　明治以降、鉄道の開通とともに新たな市街地が形成さ
れ、多様な製造業が集積する工業都市として発展しまし
た。高度経済成長期には、都心に近接する利便性から、
草加松原団地などの大規模団地や宅地の開発が相次ぎ、
人口が急増しました。その後も外環道の開通、つくばエ
クスプレスの開業などで交通利便性が更に高まり、新た
な市街地が形成され、大型商業施設などの開設も相次
いでいます。
　ＪＲ武蔵野線、東武伊勢崎線・野田線、つくばエク
スプレスが地域の東西南北を結び、外環道、国道４号・
１６号が広域幹線道路網を形成しています。

　人口は１１４万人（平成２７年（２０１５年））で、県人口の１５．７％を占めています。人口増
加率（平成２２年（２０１０年）～平成２７年（２０１５年））は２．０％で、地域全体では緩やか
な人口増加が続いていますが、人口減少局面に入っている市町もあります。地域全体では若年
世代を中心に転入超過が続いていますが、転出超過の市町もあり、子育て世代に魅力ある環
境整備が課題となっています。
　合計特殊出生率は１．３１（平成２６年（２０１４年））で、県内で２番目に高い水準にあります。
　高齢化率は２０．０％（平成２２年（２０１０年））で、県平均（２０．４％）とほぼ同じ水準に
あります。今後１０年間に、７５歳以上の後期高齢者数は７万人程度増加する見込みで、増加
率は県内で最も高くなっています。急速に進む高齢化に対し、高齢者の健康づくりや、地域の
中で安心して暮らせる環境づくりが求められます。
　また、多彩な特産品、旧日光街道、アニメゆかりの地など様々な地域資源にも恵まれており、
こうした資源を有効に活用し、地域内外との交流を活性化し、地域の魅力を発信していくこと
が求められます。
　また、ゆとりある住環境や安全で快適な都市空間を形成するため、防災・治水対策や水辺
空間の活用、幹線道路網の強化などを進める必要があります。

 地域の概要

 地域の現状と課題
東京外環自動車道 三郷JCT周辺

三郷中央駅（三郷市）
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　若年世代の転入及び定住を促進するため、待機児童解消に向けた保育所などの整備促進、
子育てしやすい住環境の整備などを重点的に進めます。
　多彩な地域資源に恵まれた利点を生かし、暮らしやすく魅力あるまちづくり、コミュニティの
活性化などにより、地域に対する愛着の醸成を図ります。
　今後、県内で最も速いスピードで進む後期高齢者の増加に対応するため、市町と連携し、コ
ミュニティ全体で高齢者が安心して暮らすことができる環境づくりを進めます。仲間づくりや生
きがいづくりを支援し、高齢者の社会参加を後押しします。
　また、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、医療、介護、介護予防、生活支援、
住まいを切れ目なく提供できる体制づくりを支援します。地域の特性を生かした健康づくりの
取組などを推進し、生涯にわたる健康の確保を図ります。
　首都直下地震などの災害に備え、過密な市街地における耐震化などの防災対策を進めるとと
もに、企業、ＮＰＯなど多様な主体との連携による自助・共助の取組を強化します。治水対策
については、首都圏外郭放水路などの整備により改善が進んでいますが、近年頻発する集中
豪雨などに備えるため、地域全体で浸水被害を軽減する取組を進めます。
　地域経済の活力を高めるため、経営革新や技術開発などを目指す中小企業へのきめ細かい
支援とともに、東部地域振興ふれあい拠点施設などによる創業・ベンチャー企業への支援を
行います。また、旧日光街道の草加松原遊歩道や特産品などの地域資源を生かした観光振興
に取り組みます。
　担い手への農地集積・集約化や農業基盤の整備などを進め、水田経営の規模拡大を支援し
ます。また、多くの消費者を擁するなどの地域の強みを生かし、こまつな、ねぎ、枝豆などの野菜、
梨などの果樹の生産拡大や、くわいなどの特産農産物の生産振興を図るとともに、観光農園の
魅力向上を進めるなど農業の収益性を高めます。
　さらに、食料供給のほか、防災や景観形成機能など都市農業が有する多様な役割を踏まえ、
農業体験を通じた地域住民との交流や地産地消の推進
などにより、都市農業の振興を図ります。
　市街地を通過する幹線道路を中心に慢性的な渋滞
が生じていることから、幹線道路の整備とともに、交
差点改良、歩道や自転車通行環境の整備などにより安
全で快適なまちづくりを進めます。さらに、線路で分
断されている市街地の一体化を図る鉄道と道路の立体
交差化などを進めます。
　既存の市街地における道路整備や、オープンスペー
スの確保を進めるとともに、駅周辺地域の市街地整備
を促進し、快適で活力に満ちた都市空間を形成します。
　中川、元荒川、葛西用水などの河川や農業用水に囲
まれた豊かな水辺空間を生かしたまちづくりを進める
とともに、河川の水質改善に引き続き取り組みます。

 地域づくりの方向性

川の駅・中川やしおフラワーパーク（八潮市）

葛西用水（越谷市）
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JR武蔵野線

元荒川

東部地域振興
ふれあい拠点施設

（ふれあいキューブ）

核都市
広域幹線道路

（仮称）新たな森公園

つくば
エクスプレス

綾瀬川

中川水循環センター

外環道

常磐
道

首都高
　三郷線

東埼玉道路

東京8号線延伸

自動車専用道路
自動車専用道路（事業区間）
自動車専用道路（計画区間）
国道
国道（事業区間）
国道（計画区間）
検討中の道路

鉄道

交通政策審議会答申路線
工業団地（流通業務団地含む）
主な取組に記載された主要施設
土地区画整理事業施行中地区
ほ場整備事業施行地区

凡例

 主な施設・交通網と基盤整備の状況
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■子供を安心して生み育てる希望をかなえる
●保育所、認定こども園＊、企業内保育所などの整備促進
●放課後児童クラブ＊の支援
●子育てしやすい住宅の普及促進

■危機や災害に備える
●首都直下地震に備えた道路啓開体制＊の強化
●河川改修や調節池の整備
●ゲリラ豪雨対策の実施
●土砂災害警戒区域における警戒避難体制の構築

■多彩な人財が活躍できる社会をつくる
●就職を目指す若者、高齢者、女性及び障害者に対するきめ細かい支援
●発達障害者就労支援センター（ジョブセンター草加）による就労支援

■誰もが健康で安心して暮らせる社会をつくる
●急速な高齢化に備えた健康長寿埼玉プロジェクトなど地域の実情に応じた健康づく
　りの取組支援
●高齢者の急増に備えた医療・介護連携の促進などによる地域包括ケアシステム＊の
　構築支援、高齢者向けの住まいなどの確保支援

主な取組

１．未来への希望を実現する分野

２．生活の安心を高める分野

３．人財の活躍を支える分野

なまずモニュメント（吉川市） まつぶし緑の丘公園（松伏町）
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■県民が誇れる埼玉の魅力を高める
●多様な機関・団体と連携した観光客の誘致と回遊の促進
●外国人観光客の来訪促進と受入体制の整備
●旧日光街道などの観光資源・文化資源を生かした地域振興
●まちの価値を高める土地区画整理事業の実施と促進
●生活にうるおいと安らぎを与える都市公園の整備

■支え合いで魅力ある地域社会をつくる
●コミュニティ活動の促進、定住促進の取組強化
●高齢者の社会参加の支援
●外国人住民の地域活動への参加促進

■埼玉の農林業の成長産業化を支援する
●優良農地の確保と担い手への農地の集積・集約化の促進
●農業生産を支える基盤整備
●野菜、果樹などの生産振興の支援
●特産農産物の生産振興
●地域の特徴を生かした都市農業の振興
●収益性の高い観光農業の振興

４．成長の活力をつくる分野

５．豊かな環境をつくる分野

６．魅力と誇りを高める分野

■埼玉の成長を生み出す産業を振興する
●東部地域振興ふれあい拠点施設を拠点とした創業・ベンチャー企業支援

■持続的発展が可能な社会をつくる
●下水道スマートエナジープロジェクト＊の実施（中川水循環センター）

■豊かな自然と共生する社会をつくる
●非かんがい期における農業用水路などへの通水の実施
●市町などと連携した水辺空間の利活用の促進

■埼玉の活力を高める社会基盤をつくる
●幹線道路の未接続区間の解消（国道４号東埼玉道路など）や鉄道と道路の立体
　交差化
●地域の新たな拠点となる土地区画整理事業＊の実施と促進（つくばエクスプレス
　沿線地域）
●交通政策審議会答申＊に基づく鉄道新線整備の検討・推進（東京８号線延伸）

日光街道草加宿　神明庵（草加市）

ふれあいキューブ（春日部市）
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